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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　岩泉猟友会クマ対策班の澤
さわ

里
さと

寛
ひろ

行
ゆき

（袰
綿）さんです。遠隔でのハコ罠の見守り
システムを開発し、効率化と安全性の確
保をはかり、ドローンを活用してクマの
動向監視、追い払いなど、精力的に活動
しています。

キキララッッとと光光るる人人 ⓭Ｐ2	 �新町長と議会に期待すること
	 町民の皆さんを取材しました
Ｐ６	 �畑わさび生産を支える
Ｐ８	 �町の考えを問う	

（6議員が一般質問）
Ｐ13	 �どうなりゃんしたあの提言
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　フットワーク軽く、
町民の声をよく聞いて、
自ら先頭に立って行動
する町長であって欲し
いです。

佐藤　守さん（有芸）

　閉校した学校に企業
誘致し、活用しながら、
町内に住んでいる人の
雇用の場を確保して住
みやすい町にしてほし
いです。

橋場　利光さん（大川）

　高齢者で病院にかか
るといっても、宮古、久
慈、盛岡は車も無いし
大変。なんとしても済生
会病院の医師の確保を
はじめ、岩泉町の医療
を今以上に向上させるよ
うに力を尽くしてほしい。

高橋　利雄さん（乙茂）

　多くの人から選ばれ
る町作りに期待します。
移住したくなる町、帰
りたくなる町、残りた
くなる町。多くの人が
未来に希望を持って生
活できる環境を整えて
ほしいです。

箱石　大樹さん（岩泉）

　住んでいる人が楽し
いのが一番です。それ
ぞれの町民の皆さんの
力が発揮できる町にし
て欲しいです。

早野　由紀子さん（岩泉）

　日々進化する他市町
村の電話対応に劣るこ
とのないよう、声の玄
関口にも最大の配慮と
指導を望みます。

佐々木　宏さん（岩泉）

新
町
長
の
就
任
、
そ
し
て
議
会
も

新
体
制
発
足
し
て
間
も
な
い
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
我
が
町
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

新
町
長
と
議
会
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
本
音
を
聴
き
ま
し
た
。
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次
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
予
算
を
可
決

　表面にはなかなか出
てこない町民の困りご
とをしっかり把握する
ことに努め、また、そ
の 情 報 収 拾にも尽 力
し、町のためにしっか
り働く議会・議員であ
ることを望みます。

阿部　春枝さん（下岩泉）

　町議会議員になった
ときの初心を貫いて活
動していただき、安心
して暮らせる町になる
よう期待しています。

中村　俊吉さん（安家）

　若者が町に定着し、
一度町外に出た人も安
心して戻ってこられるよ
うな環境づくりを中長
期的な視点で継続して
進めていただければと
思います。

差畑　正樹さん（岩泉）

　皆がよくやっている
と思う。住めば都とい
うけれど、住めば地獄
になっている感がする。
つまずいた時、また、
困っている者にも支援
の手が伸びるように議
論してほしい。

中村　勝美さん（穴沢）

　若い世代には、子育
て、働き方、たくさん
課題があります。もっ
と目を向けていて欲し
いです。

佐々木　滋子さん（岩泉）

　変化する社会情勢と
町民生活の双方に目を
向け、常に的確な判断
を下せる議会であるべ
きだと考えます。

三浦 　祐夫さん（小本）

新
町
長
の
就
任
、
そ
し
て
議
会
も

新
体
制
発
足
し
て
間
も
な
い
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
我
が
町
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

新
町
長
と
議
会
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
本
音
を
聴
き
ま
し
た
。
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定例会のあらまし

有害鳥獣対策の予算を可決
一歩も引かない鳥獣対策で町民のくらしを守る

日常を脅かす記録。対策は急務である。

　
７
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
の

６
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
４
日
と
５
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
６
人
の
議
員

が
登
壇
（
質
問
の
内
容
な
ど
は
８
㌻
か
ら
11
㌻
ま
で
）。

　
深
刻
な
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
予
算
や
継
続
す
る
物
価

高
騰
に
対
応
し
た
灯
油
等
購
入
費
助
成
事
業
な
ど
を
含

む
、７
年
度
一
般
会
計
第
４
号
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
を
、

全
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

県
人
勧
に
伴
い
一
般
職
の

給
料
な
ど
引
き
上
げ

　
岩
手
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
伴
い
、
一
般
職
の
給

料
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷
地

手
当
が
引
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
改
定
に
よ
る
影

響
額
は
、
３
９
７
０
万
円

程
度
で
す
。

12月補正予算の状況
会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 1億3695万円 115億1814万円

特別会計 　

国民健康保険 1621万円 10億7855万円

後期高齢者医療 131万円 1億5106万円

介護保険（事業勘定） 575万円 14億8656万円

介護保険（サービス勘定） 17万円 1247万円

観光事業 127万円 1億8777万円

上
水
収益的支出 △4627万円 4億1877万円

資本的支出 △3665万円 2億3428万円
下
水収益的支出 1781万円 1億7663万円
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定例会のあらまし

有害鳥獣対策の予算を可決
一歩も引かない鳥獣対策で町民のくらしを守る

８月５日時点の様子

完成間近の小川地区総合交流センター

◆
設
置
条
例
を
改
正
し
新

施
設
を
規
定

　
町
が
提
出
し
た
、
現
在

の
小
川
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
し
、
新
た
に

「
小
川
地
区
総
合
交
流
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
た

め
の
条
例
改
正
案
が
、
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
門
字
町
６６
番

地
１
に
位
置
し
、
令
和
８

年
１
月
末
の
施
設
完
成
を

目
指
し
ま
す
。
今
回
の
改

正
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を

含
め
、
各
地
区
の
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
等
に
つ
い
て

も
、
従
来
の
施
設
利
用
対

象
区
域
区
分
を
廃
止
。
誰

も
が
利
用
可
能
な
「
公
の

施
設
」
と
し
て
の
位
置
付

け
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
川
支
所
の
機
能
も
担
う
「
小
川
地
区
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー
」
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
小
川
地
区
の
拠
点
と

し
て
、
行
政
機
能
や
集
会
所
機
能
、
さ
ら
に
防
災
機
能
な

ど
、
複
合
的
な
役
割
を
担
う
予
定
で
す
。

小
川
地
区

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

�

支
所
ス
タ
ー
ト
は
１
月
下
旬
予
定

三陸鉄道の経営安定化対策三陸鉄道の経営安定化対策
（沿線市町村の負担金）（沿線市町村の負担金）� ４６９� ４６９万円万円

有害鳥獣捕獲等報償費有害鳥獣捕獲等報償費
１２１１１２１１万円増額万円増額 （計４１７３万円） （計４１７３万円）

畑わさび畑わさび
渇水対策渇水対策
実証事業実証事業

� ３００� ３００万円万円

　灯油価格高騰での家計負担を軽減するため、住民
税非課税の高齢者世帯・障がい者世帯・ひとり親
世帯と生活保護世帯に対し、暖房費の一部を助成。
１世帯当たり１万円、生活保護世帯は８千円を支給。

　三陸鉄道株式会社に対し、運行の維持確保と経
営の安定化を図るため、岩手県と久慈市から大船
渡市までの沿線市町村が支援を行うもの。

　増え続けるニホンジカ、イノシシ及びカワウの
有害鳥獣被害対策の予算を増額し、農作物の被害
損失を抑える。

　わさび圃場の渇水対策のため、かん水設備を設
置し、効果検証する。

12 月定例会で可決された
主な補正予算事業

次
は
、
畑
わ
さ
び
生
産
を
支
え
る

灯油等購入費助成灯油等購入費助成
11701170万円万円
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条例補正予算審査特別委員会

畑
わ
さ
び
生
産
を
支
え
る

渇
水
対
策
実
証
実
験
予
算
を
可
決

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
小
松
ひ
と
み
委
員

長
）
は
12
月
９
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
８
件
、
補
正
予
算

７
件
を
審
査
。全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
対

策
予
算
の
増
額
や
、
渇
水
被
害
を
受
け
る
畑
わ
さ
び
対
策

の
実
証
実
験
に
関
す
る
補
正
予
算
な
ど
に
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

　畑わさび農家における渇水対策としては効
果が見込めると考えます。条件が整っていれ
ば試験農家以外にも設備投資をして頂き、安
定したわさびの成育と出荷に期待をします。

渇水対策の
効果に期待

小笠原竜慈さん
（尼額）

まま ちち 声声のの

渇
水
は
町
内
全
域
で

発
生
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
圃
場
ご
と
に
状
況

が
異
な
る
。
今
後
、
実
証

事
業
で
効
果
を
確
認
し
、

成
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
他

圃
場
に
も
設
備
設
置
を
検

討
す
る
。

圃
場
へ
の
散
水
の
方

法
は
。

圃
場
や
ワ
サ
ビ
の
成

長
に
応
じ
て
対
応
す

る
計
画
で
あ
る
。

事
業
実
施
場
所
の
選

定
方
法
は
。

農
協
と
生
産
者
と
相

談
し
、
渇
水
が
特
に

深
刻
な
地
域
や
協
力
可
能

な
農
家
を
募
り
選
定
。
圃

場
の
状
況
に
応
じ
て
決
定

し
た
。渇

水
対
策
事
業
の
効

果
で
設
備
を
他
圃
場

に
も
設
置
す
る
計
画
は
あ

る
か
。

わさび
渇
水
対
策
事
業
選
定
方
法
は

深
刻
な
地
域
か
ら
募
り
選
定

問問

問

答

答 答

　近年の天候による渇水対策として、畑わさびの圃場に水タ
ンクを常設し、沢水やポンプアップした水を利用して散水を
実施する事業です。散水方法は、各圃場の条件に最適な方法
を検討しています。
＊事業費（補助率１０／１０）
　３００万円（３カ所×１００万円）

おしえておしえて  ぴーちゃんぴーちゃん
畑わさび渇水対策実証実験って？

天候に大きく左右されない、安定した畑わさび生産を模索する
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条例補正予算審査特別委員会

あ
ま
り
過
保
護
に
な

り
過
ぎ
る
こ
と
も
考

慮
し
、
一
方
で
児
童
生
徒

の
安
心
安
全
も
第
一
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
分
検
討
し
て
い
く
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
対

す
る
安
全
確
保
の
た

め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
送
迎

は
い
つ
ま
で
か
。

状
況
を
見
な
が
ら
決

定
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
２
学
期
終
了
ま

で
は
実
施
す
る
。

３
学
期
以
降
で
も
、

希
望
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
て
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
を
実
施
し
て
は
。

問問 答

答

教　
育
スクールバスで安全確保を
安全安心を第一に検討する

　子どもの安全を考え、車で
送り迎えしていました。今回
スクールバスに乗せてもらえ
るのはとてもありがたいです。
できれば今後も続けてもらう
ことを希望します。

　種雄牛の冬場の管理飼育は放牧時に
しっかり働いてもらうためにもすごく大切な
時期でもあるので、ここの種雄牛管理組合
で一生懸命に世話をしたいと考えています。

子
ど
も
の
安
全

続
け
て
ほ
し
い

放牧前の大切な時期
一生懸命世話をする

藤澤真衣子さん（小川）

佐々木松郎さん
（釜津田）

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

　寄贈されたクマ鈴を手に笑顔を見せる岩泉小児童。
子どもたちの安全を願い、株式会社モンベルから町内の

児童に贈られました。

ク
マ
被
害
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
緊
急
銃

猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

今
回
の
改
正
は
、
ハ

ン
タ
ー
に
対
し
て
荷

が
重
く
な
る
部
分
も
あ

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く

て
も
動
く
こ
と
は
で
き
る

が
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
責
任
も
あ
り
、
一
連
で

動
か
な
い
と
目
的
達
成
が

難
し
い
。

施
設
の
運
営
主
体
と

運
営
経
費
の
負
担
は

ど
う
な
る
の
か
。

町
が
種
雄
牛
管
理
組

合
に
無
償
貸
付
し
、

経
費
は
各
組
合
の
頭
数
に

応
じ
た
負
担
金
で
賄
う
。

川
井
側
の
受
け
入
れ
に
合

わ
せ
、
現
在
組
合
の
再
編

や
経
費
を
調
整
中
で
あ
る
。

緊
急
銃
猟
の
制
度
に

よ
り
市
町
村
長
の
判

断
、
責
任
で
実
施
さ
れ
る

が
、
県
、
警
察
、
町
の
役

割
と
対
応
は
。

ク
マ
へ
の
対
応
は
、

昨
年
頃
か
ら
連
携
し

て
い
る
。
先
般
の
柿
の
木

へ
の
ク
マ
の
居
座
り
は
、

警
察
に
依
頼
し
、
特
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
来

て
も
ら
っ
た
。
近
隣
住
民

に
は
避
難
し
て
も
ら
い
、

何
と
か
住
民
に
直
接
被
害

は
な
か
っ
た
。

鳥
獣
保
護
管
理
法
の

改
正
に
よ
り
、
緊
急

銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
来
年
４
月
か
ら
運
用

を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
早
く
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
の
皆
さ
ん
に
依

頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
リ

ス
ク
軽
減
を
図
る
必
要
性

や
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
緊
急
銃
猟
に
臨

む
態
勢
を
作
る
必
要
が
あ

り
、
来
年
４
月
の
運
用
を

目
指
し
て
進
め
た
い
。

種
雄
牛
管
理
セ
ン

タ
ー
に
係
る
予
算

3
︐5
1
0
万
円
の
内
訳
は
。

工
事
費
は
宮
古
川
井

の
セ
ン
タ
ー
撤
去
に

伴
う
受
入
が
生
じ
た
施
設

の
改
修
費
。
補
助
金
は
お

が
粉
や
ロ
ー
ル
な
ど
を
運

搬
す
る
小
型
の
ロ
ー
ダ
ー

購
入
費
用
に
充
て
ら
れ
る
。

銃猟

畜産

緊
急
銃
猟
の
早
急
な
実
施
を

種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
の
負
担
は

銃
猟
の
リ
ス
ク
軽
減
が
必
要

頭
数
に
よ
り
各
組
合
が
負
担

問

問 問

問

問

答

答答

答

答

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

民家近くの柿を狙い、木に登るクマ
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6人の議員が登壇

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
6

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
９

㌻
か
ら
11
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

�議員 ⃝人口減少下の財政運営は（9㌻）
＊その他の質問
　限られた資源での地域経営について

大
おお

山
やま

　幸
ゆき

真
まさ

�議員 ⃝公共交通の見直しは（10㌻）
＊その他の質問
　保育園留学について

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

�議員 ⃝クマ被害防ぎ捕獲強化を（11㌻）
＊その他の質問
　本町における物価高対策について

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

�議員 ⃝町長２期８年間の思いを（11㌻）

菊
きく

池
ち

　孝
たか

広
ひろ

�議員 ⃝マイナカードの更新は（9㌻）
＊その他の質問
　野生鳥獣による被害防止対策について
　災害の復旧・復興について

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

�議員 ⃝物価高騰の支援策を（10㌻）
＊その他の質問
　熊対策について
　地域新電力について
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町の考えを問う

問 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
更
新
は

答 

郵
便
局
と
の
連
携
を
検
討

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
5
年
更
新
を
各
支
所

で
も
行
い
、
高
齢
者
な
ど

町
民
の
利
便
性
を
考
慮
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
郵
便
局
と
の
業
務

連
携
等
を
視
野
に
入
れ
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
等
へ
の
被
害
対
策

に
、
庁
舎
内
一
体
と
な
っ

た
対
策
を
探
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

農
家
の
経
営
を
圧

迫
す
る
災
害
級
の
被
害
と

認
識
し
て
い
る
。
町
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
。

未
来
へ
の

負
債
残
さ
ず路

残
す

マ
イ
ナ
カ
ー
ド

　

医
療
機
関
で

重
宝
し

菊池　孝広議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　

 

平
成
元
年
度
と
令

和
７
年
度
予
算
を
比
較
。

一
般
会
計
は
７５
億
円
か
ら

１０５


億
円
で
１
・
４
倍

に
。
正
職
員
は
２
６
２
名

か
ら
１
８
３
名
で
７０
％
に

減
。
人
口
は
約
１
万
５
千

人
か
ら
７
千
８
百
人
と

５０
％
減
。
町
民
一
人
当
た

り
の
執
行
金
額
は
４８
万
円

か
ら
１
３
４
万
円
と
２
・

問 人口減少下の財政運営は
答 健全な財政運営に努める

安心できる窓口であってほしいです。

子どもたちの未来のために取り組みます。

※１　ＬＩＮＥ等と同じような仕組みのビジネス用途
向けの情報ツールをいいます。
※２　ＤＸ…デジタルトランスフォーメーションの略。
デジタル技術を活用し業務や組織を根本的に変革し、
新たな価値を創造することなどを指します。

問
　
中
居
町
長
が
進
め
て

き
た
、
復
旧
・
復
興
と
そ

の
あ
と
に
対
す
る
思
い
と

考
え
は
。

町
長　
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
道
路
整
備
を
町

全
体
で
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
未

曾
有
の
災
害
を
経
験
し
、

不
断
の
努
力
の
積
み
重
ね

と
、
持
続
可
能
で
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
、

い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を

学
ん
だ
。
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
解

決
に
向
け
、
希
望
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
関
係

機
関
等
と
一
致
団
結
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
。

７
倍
。
岩
泉
町
の
人
口
一

人
当
た
り
の
町
民
所
得
は

２
２
８
万
円
で
、
執
行
金

額
は
町
民
所
得
の
５９
％
を

占
め
る
。
正
職
員
一
人
当

た
り
の
執
行
金
額
は
、
平

成
元
年
の
２
８
７
０
万
円

が
令
和
7
年
に
は
５
７
６

３
万
円
と
2
倍
超
の
高
い

負
荷
。
現
在
の
人
口
規
模

で
適
正
な
予
算
規
模
は
。

町
長　
令
和
6
年
度
の
歳

出
決
算
ベ
ー
ス
の
試
算

で
、
今
後
の
一
般
会
計
総

額
は
95
億
円
前
後
で
推
移

の
予
測
。
毎
年
度
５
億
円

の
財
源
不
足
の
見
込
み
。

今
後
も
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
に
継
続

し
、
町
民
生
活
向
上
の
た

め
の
投
資
的
支
出
も
行
え

る
よ
う
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
業
務
改
善
な
ど
の
取

り
組
み
は

町
長　
生
成
A
I
の
活
用

や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト

1※

に
よ
る
職
員
間
の
連
絡
方

法
の
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
外
部
有
識
者
な

ど
外
部
人
材
の
活
用
で

D
X

2※

を
推
進
し
、
業
務

の
改
善
改
革
を
進
め
る
。
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町の考えを問う

大山　幸真議員

問　
広
大
な
町
域
と
高
齢

化
に
よ
り
、
公
共
交
通
の

維
持
と
住
民
の
移
動
手
段

確
保
が
重
要
課
題
だ
。

多
額
の
公
費
で
運
行
中
の

町
民
バ
ス
は
利
用
者
減

少
・
赤
字
運
行
で
あ
り
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
と

の
公
費
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

整
え
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
今
後
の
ダ

イ
ヤ
見
直
し
や
減
便
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

町
長　
公
共
交
通
は
、
町

民
バ
ス
の
赤
字
と
高
齢
化

が
課
題
。
公
費
抑
制
と

ニ
ー
ズ
対
応
の
両
立
の
た

め
令
和
９
年
度
の
次
期
計

画
で
減
便
等
を
含
む
交
通

網
を
再
構
築
す
る
︒

問　
人
口
減
少
や
担
い
手

不
足
対
策
と
し
て
、
将
来

的
な
移
住
定
住
促
進
、
関

係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡

大
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

「
保
育
園
留
学
」
は
、
自

然
体
験
や
食
育
な
ど
を
通

じ
て
町
の
魅
力
を
体
感
し

て
も
ら
い
、
関
係
人
口
の

増
加
、
ひ
い
て
は
移
住
定

住
に
繋
が
る
戦
略
と
し
て

期
待
で
き
、
こ
れ
を
含
め

た
新
た
な
移
住
定
住
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
関
係
人
口
創
出
の

画
期
的
な
戦
略
と
認
識
し 

積
極
果
敢
に
取
り
組
む
が 

安
全
確
保
の
た
め
、
ま
ず

は
受
け
入
れ
体
制
を
調
査

研
究
す
る
。

留
学
で子

ら
と
育
む

　
　

移
住
の
芽

一般質問・答弁
全文はこちらから

町民バスの利便性向上も課題

問 

公
共
交
通
の
見
直
し
は

答 

ニ
ー
ズ
を
捉
え
再
構
築

何
事
も

飲
ん
で
食
っ
て
の

　
　

命
な
り

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
と
ど
ま
る
気
配
の
な

い
物
価
高
騰
か
ら
町
民
と

生
業
を
守
る
た
め
に一刻
も

早
い
支
援
が
必
要
だ
。
そ

こ
で
支
援
策
と
し
て
二
つ
提

案
す
る
。

　
一
つ
は
、
予
算
を
倍
増

し
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
を
年
２
回
発
行
し
、
年

間
を
通
し
て
使
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

問 物価高騰の支援策を
答 町民生活に寄り添う

レジで直面する、暮らしの現在地。

　
二
つ
目
は
、
水
道
基
本

料
金
を
四
カ
月
間
無
料
に

す
る
こ
と
。
東
京
都
は
今

年
の
夏
の
四
カ
月
間
、
岡

山
県
奈
義
町
で
は
五
月
か

ら
四
カ
月
間
、
美
咲
町
で

は
七
月
か
ら
三
カ
月
間
水

道
基
本
料
金
を
無
料
に
し

て
い
る
。
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長　

現
在
様
々
な
支
援

の
方
法
を
幅
広
く
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
の
で
、
併
せ
て
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
国

か
ら
示
さ
れ
る
交
付
金
の

配
分
額
を
踏
ま
え
、
町
と

し
て
実
施
す
べ
き
支
援
策

を
見
極
め
、
町
民
生
活
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
執
り

進
め
て
ま
い
り
た
い
。
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町の考えを問う

め
令
和
９
年
度
の
次
期
計

画
で
減
便
等
を
含
む
交
通

網
を
再
構
築
す
る
︒

問　
人
口
減
少
や
担
い
手

不
足
対
策
と
し
て
、
将
来

的
な
移
住
定
住
促
進
、
関

係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡

大
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

「
保
育
園
留
学
」
は
、
自

然
体
験
や
食
育
な
ど
を
通

じ
て
町
の
魅
力
を
体
感
し

て
も
ら
い
、
関
係
人
口
の

増
加
、
ひ
い
て
は
移
住
定

住
に
繋
が
る
戦
略
と
し
て

期
待
で
き
、
こ
れ
を
含
め

た
新
た
な
移
住
定
住
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
関
係
人
口
創
出
の

画
期
的
な
戦
略
と
認
識
し 

積
極
果
敢
に
取
り
組
む
が 

安
全
確
保
の
た
め
、
ま
ず

は
受
け
入
れ
体
制
を
調
査

研
究
す
る
。

問 

町
長
２
期
８
年
間
の
思
い
を

答 

災
害
復
旧
復
興
成
し
遂
げ
た

問　
職
員
時
代
に
は
、
龍

泉
洞
清
水
川
釣
り
ま
つ

り
、
龍
泉
洞
内
ラ
イ
ト
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
龍
ち
ゃ
ん
商

品
券
を
発
行
し
た
。

住
民
の命

を
守
る

　
　

ク
マ
捕
獲

災
害
と戦

う
首
長

　
　

引
退
す

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
集
落
周
辺
個
体
の
捕

獲
強
化
等
の
た
め
、
ク
マ

捕
獲
等
手
当
の
支
給
や
、

春
季
捕
獲
、
年
間
猟
期
を

県
に
要
望
す
べ
き
だ
。

町
長　
狩
猟
期
の
捕
獲
等

へ
の
報
償
費
の
支
給
は
、

有
害
捕
獲
件
数
の
増
加
、

緊
急
銃
猟
実
施
な
ど
と
一

体
的
に
検
討
を
進
め
る
。　
　

問 クマ被害防ぎ捕獲強化を
答 捕獲報酬は一体的に検討

大災害を乗り越え次の世代につなげる

柿の木に数日間出没したクマ親子
クマ駆除対応プロジェクトチーム
岩手県警初出動＝ 11 月 18 日

（町中心部：岩泉太田地内にて）

　
町
長
に
就
任
し
て
か
ら

は
、危
機
管
理
課
の
設
置
、

防
災
士
の
育
成
な
ど
、
真

に
必
要
と
さ
れ
る
施
策
を

適
時
適
切
に
行
っ
て
き
た

が
、
２
期
８
年
間
を
振
り

返
り
、
議
会
あ
る
い
は
町

政
へ
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

町
長　

こ
の
２
期
８
年

間
、
台
風
第
10
号
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
成
し

遂
げ
る
と
の
強
い
思
い
で

町
政
に
携
わ
り
、
災
害
で

荒
れ
果
て
た
広
大
な
岩
泉

の
大
地
に
、
新
た
な
種
を

ま
く
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
。 　

　
今
後
も
、
災
害
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
防
災
・
減
災
の
重
要

性
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
、「
ふ
る
さ
と

岩
泉
」
を
再
生
す
る
確
か

な
一
歩
に
な
る
。　
　
　

　
残
す
と
こ
ろ
ひ
と
月
と

22
日
。
最
後
ま
で
町
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

　
春
季
捕
獲
や
年
間
を
通

じ
た
捕
獲
等
は
、
県
の
管

理
計
画
に
基
づ
く
こ
と
か

ら
県
内
市
町
村
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
。

問　
町
鳥
獣
対
策
管
理
官

（
仮
称
）
の
配
置
や
鳥
獣

管
理
士
の
育
成
等
体
制
の

強
化
を
図
る
べ
き
だ
。

町
長　
現
行
体
制
の
対
応

で
は
限
界
に
き
て
い
る
。

緊
急
銃
猟
の
実
施
等
情
勢

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
ハ
ン
タ
ー
の
養
成
や

専
門
的
知
識
の
習
得
、
資

格
取
得
な
ど
岩
泉
猟
友
会

と
協
議
し
進
め
た
い
。

問　
日
常
生
活
圏
で
の
捕

獲
等
が
可
能
な
「
緊
急
銃

猟
」
制
度
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

町
長

　
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、
来
年
度

か
ら
の
運
用
に
向
け
必
要

な
予
算
措
置
や
実
施
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
を

行
っ
て
い
く
。
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物価高対策として発行される商品券の見本

町民が関心をもつ
活発な良い議論を

佐々木　保美さん
（岩泉）

 

し
ば
ら
く
ぶ
り
で
議

会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

質
問
者
と
当
局
の
答
弁

者
と
の
間
で
活
発
な
議

論
が
さ
れ
て
お
り
、
緊

張
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　
持
ち
時
間
60
分
の
中

で
、
再
質
問
の
仕
方
を

含
め
、
傍
聴
に
来
た
町

民
の
皆
さ
ん
が
引
き
込

ま
れ
る
よ
う
な
や
り
取

り
を
期
待
し
ま
す
。

 

今
後
に
お
い
て
も
、

議
会
と
町
当
局
が
積
極

的
に
議
論
を
進
め
、
町

民
に
注
目
さ
れ
る
よ
う

な
議
会
に
し
て
頂
き
た

い
で
す
。

　
12
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
７
人
で
し
た
。

　
傍
聴
さ
れ
た
岩
泉
の
佐
々
木
さ
ん
か
ら
感
想
や
議

会
に
対
す
る
声
を
聴
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

いわいずみ議会だより第 212
号（令和７年 10 月 17 日号）
表紙で、下道久美さんのお名
前のふりがなの誤りと５ペー
ジの金額に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

（表紙）
　誤：しもみちさん
　正：したみちさん

（５ページ・小川地区複合施
設初度備品購入）
　誤：９８６７万円
　正：９８７万円

お
詫
び
と
訂
正

龍ちゃん商品券
　８年第１回臨時会は１月９日、国・県の補正
予算に対応する龍ちゃん商品券（地域商品券）
の給付と物価高対応子育て応援手当の支給につ
いての補正予算を審議するため開きました。
　町長から提出された７年度一般会計補正予算
第５号を全会一致で可決しました。
　ここでは、審議の中からいくつかの内容を要
約してお伝えします。

給付
今
後
の
予
算
活
用
の
考
え
は

各
分
野
で
検
討
し
後
日
提
案

今
回
の
物
価
高
対
策

事
業
に
つ
い
て
異
議

は
な
い
が
、
国
の
交
付
金

残
額
の
約
３
０００


万
円

の
他
事
業
へ
の
活
用
方
針

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。交

付
金
総
額
約
１
億

９
２
０
０
万
円
の
う

ち
、
今
回
の
地
域
商
品
券

を
給
付
す
る
事
業
な
ど
で

約
１
億
６５

０
０
万
円
を

計
上
し
た
。
残
り
約
３
０

０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

現
在
各
課
に
て
検
討
中
で

あ
る
。
観
光
、
商
業
、
農

業
、
畜
産
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
対
応
策
を
模

索
し
て
い
る
。
優
先
順
位

を
慎
重
に
考
え
、
可
能
で

あ
れ
ば
２
月
中
旬
、
も
し

く
は
３
月
定
例
会
初
日
に

は
新
た
な
補
正
予
算
と
し

て
提
案
し
た
い
。

物
価
高
対
策
と
し

て
、
残
予
算
の
活
用

に
つ
い
て
中
居
町
長
の
任

期
中
に
決
定
し
て
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

物
価
高
対
策
に
お
け

る
公
平
性
や
慎
重
な

検
討
が
必
要
と
の
判
断
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今

回
の
補
正
予
算
で
は
商
品

券
事
業
を
ま
ず
実
施
し
、

残
り
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
域
商
品
券
発
行

事
業
の
内
容

◆
事
業
の
概
要

　
全
町
民
に
対
し
て
地
域

　
商
品
券
（
龍
ち
ゃ
ん
商

　
品
券
）
を
給
付
し
、
町

　
民
生
活
の
安
定
と
地
域

　
内
経
済
の
活
性
化
を
図

　
る
。

◆
給
付
額

　
１
世
帯
当
た
り
２
万
円

　
に
１
人
当
た
り
１
万
円

　
を
加
算
し
た
額

◆
商
品
券
の
発
送
予
定

　
令
和
８
年
３
月
上
旬
か

　
ら
順
次
発
送
予
定　

◆
事
業
費

　
１
億
６
２
０
８
万
円

問

問

答

答

見本
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利
用
は
先
生
や
サ
ポ
ー
ト

職
員
が
つ
い
て
運
用
す
る

よ
う
な
形
で
考
え
て
い
る
。

車
椅
子
利
用
児
童

が
２
階
で
授
業
を

受
け
る
た
め
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
予
算
に
つ
い
て
、

１
階
で
授
業
を
受
け
ら
れ

る
体
制
は
検
討
し
な
か
っ

た
の
か
。
進
級
に
伴
い
２

階
等
へ
移
動
す
る
際
、
昇

降
機
利
用
に
お
け
る
事
故

防
止
策
の
考
え
と
具
体
的

な
対
応
を
伺
い
た
い
。

必
ず
大
人
が
つ
い

て
、
一
緒
に
上

が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
と
な
っ
た
場
合
、

機
械
本
体
に
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
的
な
機
能
を
使

い
、
大
人
は
自
分
で
も
操

作
で
き
る
。
ど
ち
ら
に
も

対
応
し
て
い
る
。
児
童
の

断
念
し
代
替
案
に
変
更

　
町
は
、
計
画
し
て
い
た

小
川
小
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
改
修
事
業
を
中
止

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
国

庫
補
助
金
の
採
択
額
が
当

初
の
想
定
を
大
幅
に
下
回

り
、
財
源
の
確
保
が
困
難

と
な
っ
た
た
め
。
関
連
す

る
事
業
費
6
237


万

５
000


円
を
減
額
補
正

す
る
。

　
町
は
、
特
定
財
源
と
な

る
補
助
金
が
想
定
通
り
に

確
保
で
き
ず
、
や
む
を
得

ず
事
業
を
断
念
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
町
は
、
代
替
案
と
し
て

学
習
環
境
を
整
え
る
た

め
、
特
別
教
室
を
１
階
に

変
更
し
、
対
応
し
た
改
修

工
事
費
と
し
て
180


万

2000



円
を
補
正
予
算

計
上
し
、
速
や
か
な
整
備

を
目
指
す
。

質疑のその後

問答 令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

新
年
度
予
算
審
査

特
別
委
員
会

令和7年第4回定例会
【補正予算】

バ
リ
ア
フ
リ
ー
安
全
に
配
慮
を

計
画
を
変
更
し
工
夫
し
て
対
応

 校舎のバリアフリーへの整備は見送りになりました
が、今後とも、保護者、教育委員会、関係機関と連
携し、特別教室の改修などを進め、全児童の良好な
学習環境の整備に務めてまいります。

良好な学習環境
連携し整備に努める

岩間徳次郎校長先生
（小川小学校）

まま ちち 声声のの

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 　壁を取り払い２室を１室に統合して

広いスペースが確保された。

改
修
前
の
ト
イ
レ
。
2
つ
の
個
室
に
仕
切
ら

れ
て
お
り
、
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
た
た

め
、
車
い
す
を
利
用
す
る
児
童
に
と
っ
て
は

入
り
口
や
室
内
で
の
移
動
が
困
難
な
状
況

だ
っ
た
。

教育

　支援が必要な児童一人ひとりの状況に応じた改修
が進められています。きめ細やかな視点で環境を整
えることで、子どもたちの安全で円滑な学校生活を
支えています。
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ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

【
現
状
を
把
握
】

　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の

運
用
は
令
和
９
年
度
末
ま

で
。
新
た
な
運
用
の
方
法

を
検
討
中
。
現
在
は

L
I
N
E
を
活
用
し
、
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

【
今
後
の
町
の
取
組
】

　
総
務
常
任
委
員
会
（
千
葉
泰
彦
委
員
長
）
は
、
８
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
ペ
ー
ジ
で
は
調
査
し
た
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
な
い
高
齢
者
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
電
波

不
安
の
対
策
も
検
討
中
。　

将
来
的
に
は
A
I
な
ど
新

た
な
ツ
ー
ル
の
導
入
も
検

討
す
る
。

【
所
感
】

　

慣
れ
親
し
ん
で
い
る

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の
運

用
が
終
了
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
高
齢
者
を
中
心
に

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い

こ
な
し
て
い
る
世
代
で
は

L
I
N
E
や
メ
ー
ル
で
の

対
応
に
順
応
で
き
る
が
、

今
後
は
個
別
の
対
応
が
必

要
。
個
々
の
状
況
把
握
と

と
も
に
丁
寧
な
説
明
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
。

（
畠
山
昌
典
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
便
性

【
現
状
を
把
握
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
便
性
や
今
後
の
課
題

を
調
査
し
た
。

　
医
療
機
関
で
の
受
付
に

加
え
「
マ
イ
ナ
救
急
」
で

は
、
同
意
に
よ
り
救
急
搬

送
の
混
乱
時
に
も
患
者
の

正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
、

適
切
な
救
急
処
置
が
可
能

に
な
り
、
病
院
到
着
後
に

す
ぐ
に
治
療
を
始
め
る
た

め
の
準
備
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
る
。

【
今
後
の
課
題
】

　
令
和
7
年
12
月
２
日
に

現
行
保
険
証
の
発
行
が
終

了
す
る
一
方
、
５
年
ご
と

の
電
子
証
明
書
の
更
新
は

現
在
「
本
庁
の
み
」
の
対

応
と
な
る
。
円
滑
な
移
行

と
利
便
性
向
上
が
求
め
ら

れ
る
。

【
所
感
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
医
療
機
関
の
受
診
で
利

用
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
５

年
目
の
電
子
証
明
書
の
更

新
は
本
庁
の
み
の
対
応
で

あ
る
た
め
、
各
支
所
に
端

末
機
器
を
設
置
し
て
、
町

民
の
方
々
の
利
便
性
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険

証
、
マ
イ
ナ
救
急
な
ど
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
効
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、
大

い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
菊
池
孝
広
）

公
共
交
通
に
つ
い
て

【
現
状
を
把
握
】

　
町
内
の
公
共
交
通
の
現

状
と
課
題
を
調
査
し
た
。

　
路
線
の
運
行
主
体
や
支

援
制
度
を
確
認
し
た
ほ

か
、
利
用
実
績
と
町
の
公

費
負
担
額
を
照
ら
し
合
わ

せ
、費
用
対
効
果
を
検
証
。

通
学
バ
ス
運
行
業
務
契
約

の
現
状
も
把
握
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　
交
通
弱
者
の
足
を
確
保

す
る
公
共
性
を
守
り
つ

つ
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
運

行
体
制
の
構
築
が
急
務
だ
。

【
所
感
】

　
町
内
の
全
路
線
や
隣
接

市
町
村
へ
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
各
運
行

事
業
者
へ
の
支
援
や
特
別

交
付
税
措
置
、
福
祉
有
償

運
送
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
委
託
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
り
予
算
が
投
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

利
用
実
績
や
費
用
対
効
果

な
ど
の
運
行
状
況
を
精
査

す
る
と
、
解
決
す
べ
き
課

題
も
多
く
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
袰
地
照
夫
）

　所管事務調査とは、議会の常任委員会が、自らが所管する分
野（総務、文教、厚生など）の行政事務について、条例の立案
や政策提言などを目的に、自主的に行う調査活動のことです。
　議案審査とは異なり、政策形成の段階から関与し、町に具体
的な改善策や新しい施策を提案することで、町政を監視・チェッ
クし、より良い町政運営に貢献する役割を担います。

おしえておしえて  ぴーちゃんぴーちゃん
所管事務調査って？

情
報
ツ
ー
ル
や
公
共
交
通

を
調
査

総務

　マイナンバーカードは、便
利だと思いますが、更新には、
本庁までの移動手段が大変
です。支所でも更新できると
ありがたいです。

滝川　フカさん（小川）

まま ちち 声声のの

　免許返納して ３ 年、不便さにも
やっとなれて来ました。移動手段
は町民バスで助かってますが、貸
し切り状態で走ってもらってる日が
多く( えんりょ) な気がします。

野﨑アイ子さん（小本）

まま ちち 声声のの

既に開始から 10 年を経過した端末機
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産
業
常
任
委
員
会
（
畠
山
和
英
委
員
長
）
は
、
９
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
ペ
ー
ジ
で
は
調
査
し
た
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ナラ枯れや住宅対策を調査産
業

　町民向けに木を切るための
補助が必要。ナラ枯れ等に対
応出来る専門の林業家の育
成。自然環境への教育をする
ことが大事と考えます。

塚越　甲斐さん（岩泉）

まま ちち 声声のの

ナ
ラ
枯
れ
対
策
、

早
期
相
談
を

【
現
状
を
把
握
】

 

ナ
ラ
枯
れ
は
進
行
が
速

く
広
範
囲
で
発
生
し
て
お

り
、
町
に
よ
る
全
量
駆
除

は
困
難
な
た
め
、
被
害
先

端
地
に
絞
っ
て
作
業
を
実

施
し
て
い
る
。
有
効
な
対

策
は
、
発
生
前
後
の
早
期

伐
採
に
よ
る
森
林
の
若
返

り
で
あ
り
、
町
は
広
葉
樹

を
伐
採
し
チ
ッ
プ
工
場
へ

搬
出
す
る
場
合
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。
私
有

林
の
伐
採
は
所
有
者
が
林

業
事
業
者
に
依
頼
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
意
思
の
有

無
や
対
応
速
度
に
差
が
あ

り
対
策
が
進
ま
な
い
課
題

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
町
は
、
事
業

者
へ
補
助
事
業
の
説
明
を

行
い
伐
採
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
相
談
者
に
対
し

て
は
、
先
端
地
以
外
で
は

自
ら
林
業
事
業
者
に
相
談

し
、
木
材
の
有
効
活
用
と

伐
採
を
進
め
る
よ
う
促
し

て
い
る
。

【
所
管
】

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
、

ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
難
し
さ

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
被
害
の
拡
大

を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め

に
、
予
防
伐
採
に
重
点
を

置
き
、
町
民
へ
の
情
報
提

供
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
。
ま
た
、
具
体

的
な
補
助
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
も
、
農
林
水
産
課

へ
の
積
極
的
な
相
談
を
呼

び
か
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。（

大
山
幸
真
）

町
営
住
宅
問
題

【
現
状
を
把
握
】

　
現
在
、
岩
泉
町
に
は
子

育
て
世
帯
に
対
し
低
廉
で

優
良
な
「
子
育
て
応
援
住

宅
」
を
12
戸
（
戸
建
て
・

家
賃
一
律
３
万
円
）
整
備

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

空
き
が
な
く
需
要
が
非
常

に
高
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
た
め
、「
子
育
て

応
援
住
宅
」
に
入
居
を
希

望
す
る
も
公
募
し
て
い
な

い
状
況
か
ら
申
込
が
で
き

な
い
子
育
て
世
帯
が
、
公

営
住
宅
法
に
基
づ
く
町
営

住
宅
に
入
居
申
込
を
し
た

際
、
制
度
上
入
居
の
必
須

要
件
と
な
っ
て
い
る
「
住

宅
困
窮
（
住
む
場
所
に

困
っ
て
い
る
状
態
）」
に

該
当
に
な
ら
ず
、
町
内
で

の
居
住
を
希
望
す
る
も
、

結
果
と
し
て
他
市
町
村
へ

転
出
せ
ざ
る
を
得
な
い

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

【
所
感
】

　
今
後
は
、
子
育
て
世
帯

の
流
出
を
食
い
止
め
、
定

住
を
促
進
す
る
た
め
に

も
、
子
育
て
応
援
住
宅
の

よ
う
な
需
要
の
あ
る
形
態

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
取

り
組
み
や
、
町
営
住
宅
の

空
き
部
屋
の
活
用
等
、
新

た
な
住
宅
施
策
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
（
林
﨑
竟
次
郎
）

ナラ枯れが拡大し、深刻な問題となっています。
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編
集
後
記

編
集
後
記

▽
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

が
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
３
回
目
の
「
議
会
だ
よ

り
」
発
行
と
な
り
ま
す
。

委
員
６
名
の
う
ち
継
続
が

１
名
、
４
年
ぶ
り
８
年
ぶ

り
が
各
１
名
、
初
め
て
が

３
名
、
プ
ラ
ス
、
初
の
事

務
局
担
当
者
と
全
く
新
鮮

そ
の
も
の
で
す
。
故
に
悪
戦

苦
闘
は
続
き
ま
す
。
▽
今

回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
作

成
は
、
町
長
選
挙
を
挟
み
、

取
材
が
選
挙
前
、
発
行
が

選
挙
後
と
な
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の
声
「
新
町
長
に
期

待
す
る
こ
と
」「
議
会
に
期

待
す
る
こ
と
」
を
企
画
し

町
民
の
声
を
聴
き
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
「
こ
の
声
」
が

実
現
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
議
員

林
﨑
竟
次
郎

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
2 月 19 日	（木）　町長所信表明演述
3 月	 9 日	（月）　条例補正予算審査
	 10 日	（火）　条例補正予算審査
	 	　　　本会議
	 12 日	（木）　一般質問
	 13 日	（金）　一般質問
３月 16 日	（月）～18 日（水）
	 	　　　新年度予算審査
	 	　　　本会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。

（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

町ＨＰ
議会だより

10 月
	 4 日	 �国道 340 号宮古岩泉間整備促進住民

総決起大会（宮古市）
	 24 日	 町社会福祉大会・老人クラブ大会（町内）
	 29 日	 いわての地域づくり・道づくりを
	 	 考える大会（花巻市）
	 27 日	 総務常任委員会所管事務調査（役場）
11 月
	 1 日	 �平成 28 年台風第 10 号災害からの
	 	 復旧・復興記念式典（町内）
	 5 日	 �宮古地区広域町村議会連携会議
	 	（田野畑村）
	 7 日	 �産業常任委員会所管事務調査（役場）
	 11 日	 �岩手県選出国会議員との懇談会（東京都）
	 21 日	 岩泉町表彰式典（町内）
12 月
	 1 日	 議会運営委員会（役場）
	 4 日	 �第４回定例会　一般質問（議会議事堂）
	 5 日	 一般質問（議会議事堂）
	 	 第４回議会全員協議会（役場）
	 9 日	 条例補正予算審査特別委員会（役場）
	 	 本会議（議会議事堂）
	 24 日	 流域治水シンポジウム2025（町内）

獣
害
対
応
の

負
担
軽
減
と
安
全

～
表
紙
に
よ
せ
て
～

装置を手作りで製作しています。

どなたでも傍聴できます。ぜひ傍聴へお越しください

　
澤
里
寛
行
さ
ん
は
、
猟

友
会
で
ク
マ
対
策
を
手
伝

い
始
め
、
隊
員
の
皆
さ
ん

の
苦
労
や
危
険
性
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
遠
隔
で
の

監
視
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

を
感
じ
開
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
話
す
。
害
獣
罠

捕
獲
検
知
装
置
※
と
し
て

特
許
を
取
得
し
た
が
、
手

作
り
で
製
作
し
て
い
る
た

め
量
産
で
き
な
い
の
が
悩

み
と
も
話
す
。
ク
マ
被
害

が
年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を

感
じ
、
対
応
し
て
い
る
猟

友
会
隊
員
の
負
担
軽
減
と

安
全
確
保
の
た
め
、
や
れ

る
こ
と
は
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

※
害
獣
罠
捕
獲
検
知
装
置　

　

箱
罠
や
く
く
り
罠
に
か

か
っ
た
害
獣
を
セ
ン
サ
ー

で
検
知
し
、
自
動
通
知
す

る
装
置
で
す
。
見
回
り
の

手
間
を
大
幅
に
削
減
し
、

安
全
を
確
保
で
き
る
こ
と

な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。


